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大
規
模
の
金
融
緩
和

　

２
０
１
２
年
12
月
末
に
第
二
次
安
倍
政

権
が
成
立
し
、
大
胆
な
金
融
緩
和
を
経
済

政
策
の
中
心
に
す
え
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
異
次
元
金
融
緩

和
は
消
費
者
物
価
指
数
の
対
前
年
同
月
比

を
２
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
目
的
で
あ

っ
た
。　

　

当
時
、
日
銀
は
「
１
％
」
を
事
実
上
の

物
価
目
標
と
し
て
い
た
。
し
か
し
自
民
党

は
、
目
標
も
金
融
緩
和
も
不
十
分
で
は
な

い
か
と
考
え
、
日
銀
へ
の
批
判
を
強
め
て

い
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
同
年
12
月
16

日
の
衆
議
院
選
挙
で
自
民
党
は
安
倍
晋
三

総
裁
の
下
で
、「
物
価
上
昇
前
年
比
２
％

の
目
標
達
成
に
向
け
、
大
胆
な
金
融
緩
和

を
行
う
」
こ
と
を
公
約
に
掲
げ
て
大
勝
し

た
。
選
挙
直
後
か
ら
安
倍
総
裁
は
白
川
日

銀
総
裁
と
会
談
し
、「
２
％
目
標
」
に
向

け
た
政
策
協
定
を
締
結
す
る
考
え
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
た
。

異
次
元
金
融
緩
和
を 

ど
う
評
価
す
る
か

　

異
次
元
の
金
融
緩
和
は
、「
消
費
者
物

価
指
数
の
対
前
年
同
月
比
で
２
％
に
引
き

上
げ
る
こ
と
を
目
的
（
消
費
者
物
価
上
昇

率
＝
イ
ン
フ
レ
率
を
２
％
）」
と
し
て
い

た
が
、
こ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
か
。

　

２
０
１
３
年
に
設
定
さ
れ
た
こ
の
イ

ン
フ
レ
目
標
に
つ
い
て
、
日
銀
は
当
初
、

「
2
年
以
内
に
達
成
で
き
る
」
と
考
え
て

い
た
が
、
２
０
２
１
年
ま
で
９
年
間
経
過

し
て
も
、
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
に
な
る
と
ア
メ
リ
カ
で
は

物
価
が
高
騰
し
、
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

（
中
央
銀
行
）
は
金
利
を
引
き
上
げ
て
イ

ン
フ
レ
抑
制
に
向
か
っ
た
。
こ
の
影
響
が

日
本
に
も
波
及
し
、
海
外
か
ら
イ
ン
フ
レ

が
輸
入
さ
れ
、
イ
ン
フ
レ
率
は
４
％
を
超

え
た
。

　

こ
う
し
て
消
費
者
物
価
は
急
騰
し
た
が
、

賃
金
が
上
昇
せ
ず
（
上
が
っ
て
も
後
追
い

と
な
り
）、
実
質
賃
金
は
大
幅
に
低
下
す

る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
の
は
、
物

価
上
昇
率
を
政
策
目
標
と
す
る
こ
と
が
、

適
切
な
政
策
目
標
で
は
な
い
こ
と
を
表
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
消
費
者
物
価
上
昇
率

を
政
策
目
標
と
す
る
と
、
イ
ン
フ
レ
率
が

率
先
し
て
上
が
り
、
賃
金
上
昇
が
追
い
つ

か
な
い
こ
と
が
多
く
発
生
す
る
の
で
、
実

質
賃
金
が
低
下
し
て
し
ま
う
。
金
融
政
策

の
目
標
は
、「
実
質
賃
金
を
上
昇
さ
せ
る

こ
と
」
で
あ
る
。

大
規
模
緩
和
の
10
年
の
成
果
は 

マ
イ
ナ
ス

　

大
規
模
な
金
融
緩
和
を
実
行
し
た
10
年

間
で
、
日
本
の
国
際
的
地
位
が
大
幅
に
低

下
し
た
。
日
本
の
「
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）」
は
、
２
０
１
２
年
で
は

ア
メ
リ
カ
と
大
差
が
な
か
っ
た
が
、
最
近

で
は
半
分
に
も
満
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

さ
ら
に
近
隣
諸
国
の
「
１
人
当
た
り
Ｇ

Ｄ
Ｐ
」
と
日
本
を
比
較
す
る
と
、
台
湾
に

は
２
０
２
２
年
に
抜
か
れ
、
韓
国
に
は
ほ

ぼ
並
ぶ
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
大

規
模
金
融
緩
和
で
は
、
経
済
が
成
長
せ
ず
、

国
際
的
地
位
が
凋
落
す
る
こ
と
が
は
っ
き

り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

岸
田
首
相
は
危
機
的
な
日
本
を 

認
識
し
て
い
る
か

　

日
本
経
済
を
凋
落
さ
せ
た
の
は
、
異
次

元
の
金
融
緩
和
で
あ
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
あ
る
。
異
次
元
の
金
融
緩
和
の
出
口
戦

略
の
第
一
歩
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
廃
止
で

あ
り
、
即
刻
廃
止
し
て
も
悪
影
響
は
な

い
。

　

植
田
新
総
裁
が
廃
止
を
躊
躇
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
岸
田
首
相
が
経
済
政
策
の

な
か
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
廃
止
、
金
融
正

常
化
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
岸
田
首
相

の
英
断
を
期
待
し
た
い
。

２
％
目
標
の
導
入

　

白
川
総
裁
は
高
い
政
策
目
標
設
定
に
は

消
極
的
で
あ
っ
た
が
、「
消
費
者
物
価
上

昇
前
年
比
２
％
」
の
政
策
目
標
を
掲
げ
て

自
民
党
が
大
勝
し
た
の
で
、
こ
の
政
策
目

標
が
世
論
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
日
銀
は

２
０
１
３
年
１
月
の
会
合
で
、「
２
％
目

標
」
の
導
入
を
決
定
し
た
。
同
じ
日
に
、

２
％
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
政
府
と
の
共
同

声
明
も
発
表
さ
れ
た
。
物
価
目
標
の
導
入

に
慎
重
だ
っ
た
日
銀
が
大
き
く
方
針
を
転

換
し
た
の
で
、
日
本
の
金
融
政
策
は
歴
史

的
な
転
換
点
を
迎
え
た
と
い
え
よ
う
。

　

白
川
氏
の
後
任
と
し
て
日
銀
総
裁
に
就

任
し
た
黒
田
東
彦
氏
は
、
13
年
４
月
に
２

％
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
大
規
模
な

緩
和
を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、

10
年
有
余
経
過
し
た
現
在
に
お
い
て
も
、

賃
金
上
昇
を
伴
う
形
で
の
安
定
的
な
物
価

上
昇
は
起
き
て
い
な
い
。

異次元金融緩和の残滓を異次元金融緩和の残滓を
払拭すべきだ払拭すべきだ


